
花
見
地
区
で
津
波
避
難
訓
練

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
、
防
災
訓
練
を
す
る
際
は
、
福
津
市
生
活
安
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ　

市
生
活
安
全
課　

☎
４
３・８
１
０
７

要援護者を担架で運びながら避難する住民

訓練参加者　１４６１人（内訳：花見総区住民　１３０６人、市消防団など協力機関１５５人）

小川県知事・小山
市長・阿部県議も
避難訓練に参加

ぞくぞくと
福間中学
校に集ま
る住民

身体の不自由な人を
車いすに載せて避難
する住民

大きな声で避難を呼び掛ける住民

避難者の人数を最終確認

正確な状況を把握するため無線で
連絡を取り合う宗像消防署員

消火器の使い方を指導する
市消防団女性消防班

放水訓練も実施

避難者の人数を確認する
消防団員

各班長が、避難者の人数を報告

地域をよく知る消防団員が活躍

消防団の消防車で

避難を呼びかける

　

11
月
５
日
の
津
波
防
災
の
日
を
前
に
、花
見
地
区（
花

見
１
区
〜
花
見
４
区
）で
４
日
、
津
波
を
想
定
し
た
大

規
模
な
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
福
津
市
、
福
岡
県
、

花
見
地
区
自
主
防
災
会
が
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
協

力
機
関
は
、
宗
像
警
察
署
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
福

津
市
消
防
団
、
福
岡
管
区
気
象
台
で
す
。

　

対
馬
海
峡
の
断
層
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生

し
、
１
時
間
40
分
後
に
３
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
到
達
す

る
と
の
想
定
で
す
。

　

午
前
９
時
に
、「
大
津
波
警
報
」が
発
令
さ
れ
る
と
、

地
元
の
消
防
団
員
が
地
域
を
消
防
車
で
巡
回
し
な
が

ら
、
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

住
民
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
一
時
避
難
場
所
に

集
ま
っ
た
後
、
身
体
の
不
自
由
な
人
を
車
い
す
や
担
架
、

リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
、
高
台
に
あ
る
福
間
中
学
校
に
避

難
し
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
小
山
市
長
は「
約
１
３
０
０
人
が
避
難
に

参
加
し
た
の
は
、
こ
の
地
域
が
住
民
同
士
の
絆
が
あ
り
、

日
ご
ろ
か
ら
自
治
会
活
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
小
さ
な
反
省
点
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自
信

に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

小
川
県
知
事
は「
県
と
し
て
も
今
回
の
訓
練
の
結
果

を
十
分
に
検
証
し
、
課
題
を
見
つ
け
、
必
要
な
対
策
の

検
討
を
進
め
、
防
災
計
画
の
実
効
性
を
上
げ
て
い
き
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。
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